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 本発表では、4校のフランス語教員の報告を通して、新型コロナ下の高等学

校におけるフランス語のオンライン授業の現状を把握し、その課題と展望を示

すことを目的とする。 

   2020 年度１学期は日本のほとんどの学校が一部もしくは全部の授業をオンラ

インで展開せざるを得ない状況に追い込まれた。発音練習、さらにはグループ

ワークやグループ発表など、今まで教室内で行われていた活動をすべてオンラ

インで行わなくてはならなくなった。このような語学教育にとっては逆風とも

いえる状況において、各校のフランス語教員がオンライン授業に対応するだけ

でなく、オンラインというツールを積極的に活用していかに授業を実践してい

ったかを検証していく。 

   今回は、アサンプション国際中学校高等学校、伊奈学園総合高等学校、カリ

タス女子中学校・高等学校、早稲田大学高等学院におけるオンライン授業の概

要ならびに課題と展望を示す。 

   最後に、参加者にそれぞれの取り組み例なども紹介していただき、オンライ

ン授業に関する考察を深める契機としたい。 

 


